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平
成
30
年
度
か
ら
「
就
学
指
定
校
変
更
」

の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
30
年
度
か
ら
「
就
学
指
定
校
変
更
」

の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
「
八
街
市

立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
就
学

区
域
に
関
す
る
規
則
」
に
基
づ

き
、
お
子
さ
ん
が
通
学
さ
れ
る

学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
適
用
し
て
い
ま
し

た
「
地
理
的
な
理
由
」
に
つ
い

て
、
可
能
な
範
囲
で
承
認
し
ま

し
た
が
、
児
童
数
の
偏
り
が
生

じ
る
な
ど
課
題
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

学
区
や
各
学
校
の
学
級
数
を

適
正
に
維
持
す
る
目
的
か
ら
、

「
地
理
的
な
理
由
」
に
よ
る
指

定
校
変
更
は
平
成
30
年
度
よ
り

行
い
ま
せ
ん
。

※
平
成
29
年
度
中
の
申
請
も
含

み
ま
す
。
（
平
成
30
年
４
月
入

学
者
の
事
前
申
請
）

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、

次
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
の

み
就
学
指
定
校
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

就
学
指
定
校
の
変
更
要
件

①
身
体
的
な
理
由

身
体
虚
弱
・
病
弱
な
ど

②
住
居
の
改
築
な
ど

住
居
の
一
時
的
な
異
動
・
住

宅
を
購
入
し
、
転
入
先
の
就

学
指
定
校
を
希
望
す
る
場
合

③
特
別
支
援
学
級

就
学
指
定
校
に
該
当
す
る
特

別
支
援
学
級
が
な
い
場
合

④
進
路
指
導

小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３

年
生
の
児
童
・
生
徒
で
、
保

護
者
が
当
該
児
童
・
生
徒
の

通
学
に
責
任
を
持
て
る
場
合

⑤
い
じ
め
な
ど
に
関
す
る
も
の

学
校
で
十
分
な
指
導
を
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
じ

め
な
ど
に
よ
り
心
身
の
安
全

が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
場
合

⑥
兄
弟
姉
妹
に
関
す
る
も
の

就
学
指
定
校
の
変
更
が
す
で

に
許
可
さ
れ
、
在
学
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
の
兄
弟
姉
妹

と
同
じ
学
校
へ
就
学
を
希
望

す
る
場
合

⑦
部
活
に
関
す
る
も
の
（
中
学
校
）

就
学
指
定
校
に
希
望
す
る
部

活
動
が
な
い
場
合

⑧
そ
の
他

教
育
委
員
会
が
妥
当
と
認
め

た
場
合

学
校
教
育
課

☎
４
４
３
―
１
４
４
６

潜
在
保
育
士
な
ど
の
職
場
体
験
を
実
施

潜
在
保
育
士
な
ど
の
職
場
体
験
を
実
施

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
資

格
を
有
し
な
が
ら
現
在
保
育
所

で
働
い
て
い
な
い
方
（
潜
在
保

育
士
な
ど
）
で
再
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、
市
立
保
育

園
の
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

体
験
実
施
期
間
・
時
間

１
人
に
つ
き
２
日
間
程
度

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
15
分

（
休
憩
時
間
45
分
）

体
験
施
設

八
街
保
育
園
・
実
住
保
育
園

朝
陽
保
育
園
・
交
進
保
育
園

二
州
第
一
保
育
園

二
州
第
二
保
育
園

体
験
内
容

各
年
齢
別
保
育
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
園
庭
開

放
な
ど

体
験
申
込
期
限

３
月
３
日
㈮

子
育
て
支
援
課

☎
４
４
３
│
１
６
９
３

八
街
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
案
）

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

八
街
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
案
）

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

市
で
は
、
市
民
と
と
も
に
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

八
街
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

条
例
に
は
、
本
市
に
関
わ
る

す
べ
て
の
人
び
と
が
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
と
な
っ
て
、
互
い

に
支
え
合
い
、
地
域
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
や
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
な
ど
を
定
め
ま
す
。

こ
の
条
例
（
案
）
に
対
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
を
実

施
し
ま
す
。

募
集
期
間

２
月
17
日
㈮
〜
３
月
９
日
㈭

縦
覧
場
所
・
時
間

・
総
務
課
（
月
〜
金
曜
日
）

・
市
役
所
ロ
ビ
ー
（
土
・
日
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
中
央
公
民
館
、
図
書
館

開
館
日
、
開
館
時
間
内

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
資
格

・
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
、
市
内
に
事
務
所
・
事

業
所
・
法
人
が
あ
る
方

意
見
の
提
出
方
法

氏
名
・
団
体
名
（
所
属
し
て

い
る
方
）
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
載
し
、
総
務
課
へ
提

出
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
。

提
出
先

〒
２
８
９
│
１
１
９
２

八
街
市
八
街
ほ
35
番
地
29

４
４
４
│
０
８
１
５

soumu@city.yachimata.lg.jp

総
務
課

☎
４
４
３
│
１
１
１
３

  

八
街
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
17
日
㈮
か
ら
３
月
16
日
㈭

ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

○
一
般
質
問
日
程
（
予
定
）

２
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭
・
24
日
㈮

午
前
10
時
〜

議
会
事
務
局
☎
４
４
３
―
１
４
８
２

八
街
市
議
会
３
月
定
例
会

「
消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で
」

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
や
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を

整
備
し
ま
し
ょ
う

平
成
28
年
中
の
佐
倉
市
、
八

街
市
お
よ
び
酒
々
井
町
で
発
生

し
た
火
災
件
数
は
71
件
で
、
出

火
原
因
の
第
１
位
は
依
然
と
し

て
「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
」

で
す
。

放
火
火
災
の
発
生
は
夜
間
か

ら
明
け
方
に
か
け
て
特
に
多
く

発
生
し
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
昼
間
に
も
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

町
内
会
、
自
治
会
、
事
業
所

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
協
力
体

制
を
確
立
し
、
放
火
さ
れ
に
く

い
地
域
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

◆
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

◆
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

【
４
つ
の
対
策
】

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

◆
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る
。

◆
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

わ
が
家
の
火
災
警
報
器
、

い
ま
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古

く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や

電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感

知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
と
て
も
危
険
で
す
。
10
年

を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ

も
を
ひ
い
て
作
動
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
10
年
経
っ
て
い
な
く

て
も
、
故
障
な
ど
の
場
合
は
交

換
が
必
要
で
す
。

◎
設
置
時
期
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
火
災
警
報
器
を
設
置

し
た
と
き
に
記
入
し
た
「
設
置

年
月
」
、
ま
た
は
、
本
体
に
記

載
さ
れ
て
い
る
「
製
造
年
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町
消

防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
４
８
１
│
１
２
１
７

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

３
月
１
日
〜
７
日

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

３
月
１
日
〜
７
日

問

問
Eﾒｰﾙ

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

参
加
費

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５

申

問

問


